
九州情報大学大学院では博士前期課程 において ３コースを設けています。

以下は各コースにおける履修の説明になります。

九州情報大学大学院　コースガイダンス

●各コースの説明

　情報科学特論／情報メディア特論／情報ネットワーク特論／情報セキュリティ特論

工学的手法等を用いた情報分野の研究や、データ取得・分析・応用を

自然科学から人文社会に至る諸分野の新たな知見を見出す研究を行います。

【主なカリキュラム】

　経営情報システム設計特論／データベース特論／データ解析特論／数値解析特論／人工知能特論

経 営・マネジメントコース

税 法・会 計コース

情 報・データサイエンスコース

【主なカリキュラム】

　会計情報学特論／会計監査特論／税務会計特論／税法学特論Ⅰ(租税法総論)

　税法学特論Ⅱ(所得税法)／税法学特論Ⅲ(法人税法①)／民法特論／会社法特論／民事・行政訴訟特論

高度情報化社会にある企業等の組織体が、グローバル化した経済環境の下で、

どうすればその業績や経営の効率性を向上させることができるか、について詳しく研究します。

　経営学特論／日本経営史特論／経営組織特論／財政学特論／財務管理特論

　経営戦略特論／ベンチャー企業特論／労働経済特論／国際経営特論／ロジスティクス特論

【主なカリキュラム】

複雑化する現代社会の課題に対応するため、

税法部門は、租税制度の理論的な仕組みと関連する判例、そして実務上の諸問題について研究します。

会計部門は、会計情報が社会において果たす役割の視点から制度的な分析・検討を行います。


